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っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
の
活
用
頻
度
が

高
い
係
に
は
別
に
配
置
し
て

対
応
し
て
い
る
。
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー

ル
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
必
要

で
あ
り
、
順
次
導
入
し
て
い

く
が
、
全
て
の
職
員
に
と
は

な
ら
な
い
。

北
村
光
明　

議
員

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
庁

舎
内
の
シ
ス
テ
ム
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い

と
の
話
を
聞
い
た
。
職
員
の

業
務
に
支
障
を
き
た
し
て
い

な
い
の
か
現
状
を
伺
う
。

②
今
後
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

導
入
予
定
は
あ
る
の
か
。

高
薄
町
長

①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た

め
、
外
部
と
の
通
信
を
分
離

し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

今
ま
で
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
で

で
き
た
も
の
が
で
き
な
く
な

は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

細
野
保
健
福
祉
課
長

②
町
が
医
師
に
訪
問
診
療
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
の
経
営
上
の

問
題
も
あ
る
。
訪
問
診
療
を

必
要
と
し
て
い
る
町
民
の
数

な
ど
の
情
報
は
当
然
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
会

議
な
ど
の
場
で
伝
え
て
い
く
。

れ
た
。

①
清
水
赤
十
字
病
院
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
「
公

的
病
院
等
へ
の
助
成
に
関
す

る
特
別
交
付
税
措
置
」
は
不

採
算
医
療
等
の
機
能
（
不
採

算
地
区
病
院
、
救
急
告
示
病

院
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医

療
）
を
担
う
公
的
病
院
等
に

対
し
て
自
治
体
が
助
成
し
た

場
合
、
特
別
交
付
税
が
公
立

病
院
と
同
等
に
助
成
さ
れ
る
。

こ
の
助
成
制
度
を
有
効
に
活

用
で
き
な
い
か
。

②
清
水
赤
十
字
病
院
は
町
立

病
院
と
し
て
の
役
割
を
肩
代

わ
り
し
て
き
た
。

　

不
採
算
地
区
で
医
療
機
能

を
維
持
存
続
で
き
る
よ
う
、

在
宅
医
療
に
力
を
入
れ
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
と
な
る
よ
う
な
支
援
と
働

き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

小
笠
原
総
務
課
長

①
特
別
交
付
税
の
総
額
は
地

方
交
付
税
総
額
の
６
％
で
あ

り
、
普
通
交
付
税
で
補
え
な

い
特
殊
事
情
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
。
有
効
な
財
源
で
は

あ
る
が
、
地
方
交
付
税
の
総

額
が
増
え
な
い
限
り
、
活
用

い
。

②
希
望
を
聞
い
て
登
録
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が

多
い
町
内
会
に
サ
ポ
ー
タ
ー

は
欠
か
せ
な
い
の
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
全
力
を

傾
け
て
い
き
た
い
。

③
現
在
は
国
家
戦
略
と
し
て

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略

（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
が

策
定
さ
れ
、
こ
れ
を
本
町
と

し
て
も
進
め
て
い
き
た
い
。
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地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム

北
村
光
明　

議
員

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
急
が
れ
る
。　
　

清
水
赤
十
字
病
院

の
支
援

北
村
光
明　

議
員

　

昨
年
、
清
水
赤
十
字
病
院

へ
運
営
費
補
助
金
が
交
付
さ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
伴
う
現

状

生
涯
教
育
の　
　

現
状
と
課
題

北
村
光
明　

議
員

①
図
書
館
及
び
郷
土
史
料
館

の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

　

本
の
貸
出
し
だ
け
で
は
な

く
、
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、

郷
土
史
料
館
の
活
用
を
含
め

た
検
討
が
で
き
な
い
か
。

②
生
涯
学
習
活
動
は
全
年
齢

的
な
計
画
が
存
在
す
る
の
か
。

伊
藤
教
育
長

①
特
別
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
に

お
い
て
は
図
書
館
の
利
用
者

が
前
年
度
比
3
％
増
の
約
１

万
３
千
人
、
貸
出
冊
数
は
前

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
施
設
収
容
型
ケ
ア
か

ら
訪
問
看
護
・
介
護
と
在
宅

医
療
に
シ
フ
ト
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
介
護
予

防
や
診
断
、
在
宅
で
の
生
活

支
援
と
医
師
に
よ
る
看
取
り

が
必
要
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

構
築
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

高
薄
町
長

　

取
り
組
み
の
課
題
と
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
皆
さ
ん

と
と
も
に
過
ご
し
な
が
ら
、

医
療
・
介
護
・
健
康
増
進
・

介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
拡

充
、
ま
た
、
認
知
症
の
方
々

を
地
域
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体

制
づ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
を

総
合
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

せせらぎ荘の職員の方を講師に迎え、議員
会で開催した認知症サポーター養成講座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成

北
村
光
明　

議
員

　

議
員
会
に
よ
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

受
講
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
た
。
町
内
で
の
受
講
者

数
は
こ
れ
ま
で
に
延
べ
千
人

を
超
え
、
管
内
で
も
上
位
に

あ
る
。

①
こ
の
講
習
会
を
町
内
会
単

位
で
開
催
す
る
な
ど
、
も
っ

と
増
や
す
必
要
は
な
い
か
。

②
民
生
委
員
等
と
連
携
で
き

る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を

登
録
制
に
し
て
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
な
い

か
。

③
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）

の
段
階
で
の
運
動
や
訓
練
に

よ
る
認
知
症
予
防
が
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

高
薄
町
長

①
現
在
は
出
前
講
座
と
し
て

行
っ
て
お
り
、
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
出
向
い

て
い
る
。
今
後
も
内
容
を
充

実
し
な
が
ら
広
げ
て
い
き
た


